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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 0294-32-1048 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 0465-48-5327 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

休みが多いと生活できないなんて

●

仕
事
と
友
人

と
に
か
く
最
近
人
と
の
付
き
合
い
、
関
係
が

希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
。
小
生
も

寂
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
の
が
労

働
時
間
。
僕
の
様
々
な
場
面
で
知
り
合
っ
た
仲
間
は
い
つ
も
仕

事
で
大
変
。
な
か
な
か
連
携
を
深
め
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
日
本
各
地
回
っ

て
会
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
う
で
も
し
な
い
と
仲
間
関
係
を
維
持

で
き
な
い
発
展
で
き
な
い
。
こ
の
現
実
に
こ
の
社
会
の
困
難
な

面
が
見
え
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
仲
間
も
作
れ
ず
、
た
だ
仕
事

や
っ
て
い
る
だ
け
の
人
。
そ
う
で
も
し
な
い
と
つ
と
ま
ら
な
い

会
社
。
と
に
か
く
は
か
な
い
は
か
な
い
。
。
。
。
。

と
い
う
わ
け
で
、
前
向
き
に
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
始
め
て
見
ま
せ
ん
か
。
赤
信
号
、
皆

で
渡
れ
ば
恐
く
な
い⇒

計
画
年
休
、
皆
で
と

れ
ば
恐
く
な
い
!!

投
稿
歓
迎（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

電機産業で働く仲

間で作っている労働

組合「電機ユニオン」

は、派遣の人が１人

でも入れます。連絡

先は左の日立懇（電

機労働者懇談会気付）

の住所、ＴＥＬと同

じです。

Ｓ
Ｏ
Ｓ

５月の連休や夏休みなど、

長い休みはわくわくして楽し

いものです。しかし派遣社員

の場合、必ずしも喜んでばか

りはいられません。例えば時

給１１００円の製造現場で働

く人の場合、残業がなければ

月１９日で１６万円、月１６

日なら１３万円となってしま

います。日立の年齢別最低賃

金は３０歳で１８万２７００

円ですので、最低賃金に届か

ない状態となっています。

夏休みなどの一斉年休は、

もともと年休行使が低いため、

行使率を上げようとして導入

されたものです。年休を捨て

ている人には問題になりませ

んが、派遣社員のように、ま

だ年休が少ない人は、年休で

はなく欠勤扱いとされ、収入

減となってしまいます。年休

の少ない派遣社員などには、

生活保護のためにも、一斉年

休分を特別に供与するなどの

施策の検討が必要です。

２００５年の連合・青年組合

員意識調査では非正規労働者の

問題について、取り組む必要は

ない」は１割に満たず、何らか

の対応をすべきがよいと考える

組合員が大多数を占めています。

対応の程度は「加入促進」が２

割、「労働条件改善に関わる」

が３割、「相談の体制づくり」

が４割弱となっています。青年

の中に非正規労働者への働きか

けを放置できない状況になって

きたという認識が広がっている

といえます。

青年の２人に１人は非正規雇用

で働いている時代、しかもまとも

に働いても生活できない賃金にさ

れています。アパート代を払えず、

ネットカフェ難民で暮らしている

青年もいます。これは自己責任で

はなく社会の責任です。自分たち

の置かれた劣悪な条件を告発し、

たたかいに立ち上がる青年が増え

ています。偽装請負の告発、派遣

から直接雇用への実現、不払残業

代の支払いなど、各地で労働組合

を作り、団体交渉で要求を勝ち取っ

ています。青年たちの反乱が始まっ

ています。

何とかして！
派遣社員の
低賃金

一斉年休を
派遣社員に
特別供与

労働組合も
派遣社員に
働きかけを

広がる
青年たちの反乱



労働時間短縮が基本
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生

活の調和）という言葉が最近はやってい

ます。本来は労働時間の短縮や子育て支

援で、仕事と家庭・趣味・地域生活など

との両立を図ることです。

ヨーロッパ各国では男女平等の観点か

ら、保育サービスや長期休暇などの家族

政策を充実させてきました。またアメリ

カやイギリスでは、企業が生産

性の向上や人材確保の観点から、

休業制度や雇用制度を実施して

きました。

日本では少子化や高齢化によ

る人材不足に加え、長時間労働

で家庭や健康を犠牲にして働く

人が増えて、組織の活力低下や

不満の増大に直面しています。

このような背景から、政府、企

業、労働組合などからワーク・ライフ・

バランスが提案されています。

残業代削減がネライ
しかし政府や財界の言うワーク・ライ

フ・バランスは、本来の仕事と生活の調

和ではなく、非正規雇用の増大とホワイ

トカラー・エグゼンプション（残業代ゼ

ロ法）の導入が目的です。国民の大反対

で国会提出を見送った「残業代

ゼロ法」を、今度こそ実現させ

ようとして持ち出したのが、ワー

ク・ライフ・バランスです。耳

ざわりの良い言葉で、大々的な

キャンペーンを行って、働く人

にさらなる痛みを押し付けよう

としています。必要なのは、労

働時間短縮と生活保障を伴う男

女平等の実現です。

内
科
医
師
が
増
強
さ
れ
る

ル
ネ
サ
ス
武
蔵
で
は
、
長
時
間

労
働
に
よ
る
健
康
問
題
が
発
生
し
、

全
社
ビ
ラ
で
も
深
夜
労
働
に
つ
い

て
実
態
調
査
に
基
づ
き
写
真
入
で

訴
え
ま
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
か

ら
応
急
措
置
と
し
て
「
過
度
の
長

時
間
就
業
者
に
対
す
る
健
康
確
保

措
置
」
と
し
て
産
業
医
と
の
面
談

強
化
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
も
あ
り
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
で
の
産
業
医
と
の
面
談
件

数
が
多
く
発
生
し
、
一
般
診
療
に

も
一
定
の
影
響
が
出
て
き
ま
し
た
。

職
場
新
聞
「
む
さ
し
Ｎ
ｅ
ｔ
」
で

も
長
時
間
労
働
の
解
消
と
診
療
体

制
の
拡
充
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら
、
内
科
医
師
一

名
の
増
加
が
図
ら
れ
良
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
が
、
健
康
で
文
化
的

な
働
く
環
境
を
一
日
も
早
く
実
現

し
た
い
も
の
で
す
。
ル
ネ
サ
ス
・
武
蔵

特
別
一
時
金
65
万
円
？
？

売
上
高
営
業
利
益
率
12
％
を
超

え
る
、
増
収
増
益
の
日
立
工
機
の

連
結
決
算
の
発
表
が
あ
っ
た
。
会

社
は
売
上
高
、
利
益
の
伸
び
率
の

鈍
化
は
将
来
へ
向
け
て
の
注
意
信

号
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
株
主

配
当
は
一
株
当
た
り
昨
年
の
24
円

か
ら
38
円
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

連
続
す
る
好
業
績
の
な
か
、
昨

年
６
月
に
は
賃
金
の
３
％
カ
ッ
ト

を
固
定
化
さ
せ
る
一
方
で
、
株
主

に
は
連
結
配
当
性
向
（
純
利
益
に

占
め
る
配
当
金
の
割
合
）
30
％
を

目
安
と
す
る
方
針
だ
そ
う
で
す
。

春
闘
で
は
「
会
社
業
績
や
協
力

に
は
、
あ
く
ま
で
も
賞
与
を
基
本

に
報
い
て
」
と
繰
り
返
し
言
っ
て

る
の
だ
か
ら
株
主
配
当
金
と
同
じ

額
を
、
内
外
の
六
千
人
の
従
業
員

に
も
決
算
時
に
特
別
還
元
す
べ
き

だ
と
の
声
も
。
ち
な
み
に
一
人
当

た
り
65
万
円
の
特
別
一
時
金
に
な

り
ま
す
。

日
立
工
機

有
給
休
暇
な
し
で格
差
拡
大

突
然
、
仕
事
が
無
い
か
ら
一
日

休
め
と
の
業
務
命
令
で
休
業
補
償

は
無
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

の
一
斉
年
休
も
有
給
休
暇
が
な
い

派
遣
の
人
達
に
取
っ
て
は
迷
惑
な

話
し
だ
。
一
斉
年
休
日
に
は
社
員

は
出
勤
、
有
給
休
暇
が
無
い
人
達

は
休
み
、
と
歓
迎
さ
れ
な
い
休
日
。

派
遣
の
人
達
か
ら
は
有
給
休
暇
が

無
い
俺
達
の
こ
と
も
少
し
は
考
え

て
く
れ
と
の
声
。
派
遣
の
人
達
は

一
日
休
む
と
手
取
り
が
減
り
生
活

は
大
変
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
は
い

つ
に
な
っ
た
ら
実
現
す
る
こ
と
や

ら
と
格
差
社
会
に
将
来
不
安
ば
か

り
だ
。

日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ア

ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
個
人
所

有
Ｐ
Ｃ
で
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
等
不
使

用
」
協
力
依
頼
の
件
が
社
員
に
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｈ
Ｅ
Ｓ
で

の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
に
よ
る
再
三
に
わ

た
る
業
務
情
報
の
流
出
に
よ
る
も

の
で
す
。

そ
し
て
「
個
人
所
有
Ｐ
Ｃ
等
の

業
務
情
報
削
除
再
点
検
報
告
書
」

が
社
員
・
協
力
会
社
員
に
出
さ
れ

ま
し
た
。
同
意
書
も
と
り
、

１
、
点
検
対
象
機
器
を
会
社
に
持

ち
込
み
、
上
長
に
よ
る
点
検
実
施

２
、
自
宅
へ
上
長
が
訪
問
し
、
点

検
を
実
施
と
い
う
も
の
で
す
。

不
満
が
あ
っ
て
も
上
長
（
査
定

者
）
で
進
め
て
い
ま
す
。
「
会
社

で
も
家
庭
訪
問
が
あ
る
の
ね
」

「
掃
除
を
し
て
き
れ
い
に
し
な
く

て
は
」
と
本
人
以
外
の
と
こ
ろ
で

大
変
な
状
況
で
す
。
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
、
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
踏
み
込
む
も
の
で
す
。
Ｈ
Ｅ
Ｓ

裁
量
勤
務
は
不
人
気

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
裁
量
勤

務
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
の

事
前
説
明
会
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
る
な
ど
、

警
戒
心
を
多
く
の
人
が
抱
い
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
裁
量
勤
務
対
象

者
の
う
ち
、
実
際
に
適
用
す
る
こ

と
に
し
た
の
は
約
半
数
で
し
た
。

す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
他
の
日

立
の
事
業
所
の
情
報
な
ど
か
ら
、

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
さ
れ
て
は
た

ま
ら
ん
」
と
い
う
意
識
が
働
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

ワーク・ライフ・バランスって何？

ストップ！戦争をする国づくり。な
くせ！格差と貧困。安心して暮らせる
社会を実現しょう！のスローガンのも
と、茨城労連の県中央メーデーに参加
しました。地域の働く仲間、日立懇Ｏ
Ｂの皆さんと共に、オレンジの日立懇
の旗を掲げ、水戸市役所を一周するデ
モ行進。「人間らしく働き続けられる
職場」「働くルールの確立を」のシュ
プレヒコールを響かせてきました。
日立関連組合が主力の連合は、日立
地区は連休の初めに、統一地方選挙の
なかったひたちなか地区は４月２１日
にメーデー集会。働く者にとって意義
ある祭典をバザーと抽選会のイベント
にして良いのでしょうか。
今年は、（電力と情制シ）の関連職
場は、出勤の工場カレンダーに。労使

協定でも休日になっているのに、組合
はメーデーの歴史と意義、労働者の団
結をどう考えているのだろうか・・・・

（投稿）

やっぱりメーデーは５月１日でなくては

２００７年５月１日 茨城県中央メーデーにて


